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1. 平成28年2月期第3四半期の連結業績（平成27年3月1日～平成27年11月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年2月期第3四半期 94,280 4.0 7,204 △5.4 7,321 △9.2 4,626 △1.8
27年2月期第3四半期 90,616 5.3 7,615 11.6 8,064 12.2 4,711 39.1

（注）包括利益 28年2月期第3四半期 3,987百万円 （△19.3％） 27年2月期第3四半期 4,943百万円 （34.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年2月期第3四半期 96.00 ―
27年2月期第3四半期 97.77 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年2月期第3四半期 120,456 95,449 79.2 1,978.94
27年2月期 116,504 92,433 79.3 1,916.32
（参考）自己資本 28年2月期第3四半期 95,365百万円 27年2月期 92,348百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年2月期 ― 14.00 ― 14.00 28.00
28年2月期 ― 14.00 ―
28年2月期（予想） 14.00 28.00

3. 平成28年 2月期の連結業績予想（平成27年 3月 1日～平成28年 2月29日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 128,000 6.6 10,510 9.5 10,700 6.1 5,597 7.3 116.14



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に

対する四半期レビュー手続を実施中であります。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年2月期3Q 50,609,761 株 27年2月期 50,609,761 株
② 期末自己株式数 28年2月期3Q 2,419,789 株 27年2月期 2,419,262 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年2月期3Q 48,190,147 株 27年2月期3Q 48,190,606 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成27年3月1日～同年11月30日）におけるわが国経済は、政府・日銀による経済対

策や金融政策の効果から雇用情勢の改善をはじめとした緩やかな景気回復基調で推移しております。一方で、中国

をはじめとした海外の経済成長の減速や円安がもたらす原材料や輸入品価格への影響から物価上昇圧力への懸念が

高まり、消費全般の基調は引き続き楽観視できない状況で推移しました。

 外食業界におきましても、円安の影響による輸入品価格の実質的な値上がりや原材料価格、物流費の上昇などに

より、国内景気を下押しするリスクが存在することから、景気の先行きには依然不透明な状況が続いております。

また人手不足に伴う人件費の高まりなども加わり、経営環境はより一層の厳しさを増しております。

 このような状況のもとで、当社グループは、「外食業界におけるエクセレント・リーディングカンパニー」の地

位確立を目指し、立地を厳選してグループ全体で74店舗（直営店53店舗、加盟店20店舗、海外直営店１店舗）を新

規出店しました。

 既存事業においては、積極的な新メニュー開発や新規業態の立ち上げや顧客の嗜好にあわせグループ全体で11店

舗の業態変更をしたほか、業務の効率化を推進するとともに、ブランド価値の向上を目指した改装を継続して推進

するなど、事業基盤の強化に努めました。

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高942億80百万円（前年同期比4.0％増）の増収と

なりましたが、円安の影響を受けた原材料価格の高騰による粗利の減少が大きく、また人件費および販売管理費の

増加により営業利益は72億４百万円（前年同期比5.4％減）、経常利益73億21百万円（前年同期比9.2％減）、四半

期純利益46億26百万円（前年同期比1.8％減）となりました。

 

 各セグメントの概況は次のとおりであります。

（日本レストランシステムグループ）

 日本レストランシステムグループでは、「洋麺屋五右衛門」を中心とした既存事業のブラッシュアップに注力す

るとともに、「星乃珈琲店」を積極的に展開しました。「星乃珈琲店」では、愛知県の三河安城、アミュプラザ小

倉、仙台など地方の主要都市に「洋麺屋五右衛門」との２店舗併設店を新規出店するなど、お客様のご要望にお応

えできるよう、店舗網の拡大に努めました。

 また、新たな展開としてエアロプレス（空気の力を利用し、短時間で抽出する方法）を特徴としたスペシャリテ

ィーコーヒーと北欧の食材を使用したメニューを取り揃えた「OSLO COFFEE」を東京の港区白金台と麻布十番、銀

座、横浜駅地下街へと多店舗化を図りました。

 以上の結果、日本レストランシステムグループにおける売上高は296億75百万円（前年同期比7.5％増）、セグメ

ント利益は36億71百万円（前年同期比1.2％減）となりました。

 

（ドトールコーヒーグループ）

 ドトールコーヒーグループの小売事業及びフランチャイズ事業においては、季節に合わせた魅力ある商品作りを

継続するとともに、ティータイムにおける新たなセットメニュー（シューシャポー）の導入やシングルオリジンの

高単価なスペシャリティーコーヒーの販売を実施するなど既存事業の強化と美味しさの追求に努めました。また、

10月からプリペイド方式のドトールバリューカードの本格導入とともに、交通系電子マネーの取扱いを開始するな

ど、お客様の利便性とお得感を高めております。さらに、エクセルシオールでは「価値ある時間（とき）」をお客

様に提供するため、新たなモデルでの既存店改装を本格的に開始いたしました。

 卸売事業においては、ドリップコーヒーやコーヒー原料などの販路および取引先の拡大、またコンビニエンス・

ストアを中心にチルド飲料など定番商品と新商品の継続的な投入に注力したほか、他企業とのコラボレーションな

ど新たな商品の開発・販売をはじめるなど、これまで以上の業容拡大に努め、売上伸長を図りました。

 以上の結果、ドトールコーヒーグループにおける売上高は587億99百万円（前年同期比2.6％増）と順調に推移し

ましたが、円安による原材料価格の高騰が大きく影響しセグメント利益は31億94百万円（前年同期比14.6％減）と

なりました。

 

（その他）

 報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に国内及び海外における外食事業に係る小売及び卸売り

に関する事業となります。

 売上高は58億４百万円（前年同期比1.7％増）、セグメント利益は４億19百万円（前年同期比134.4％増）となり

ました。
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（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、営業拡大に伴う売掛金の増加や、新規出店及び店舗改装におけ

る固定資産の増加等により1,204億56百万円と前連結会計年度末と比べ39億52百万円の増加となりました。負債

は、買掛金の増加等により250億７百万円と前連結会計年度末と比べ９億35百万円の増加となりました。純資産

は、剰余金の増加等により954億49百万円となり前連結会計年度末と比べ30億16百万円の増加となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今期の見通しにつきましては、景気回復の兆しが見受けられるものの、消費者の生活防衛意識に大きな変化は見

込まれず、資源価格の上昇、円安による原材料および食材価格の高止まりから外食産業を取り巻く環境は、依然厳

しいものになると想定されます。

 このような環境の中、当社は既存事業の安定成長を目指し、新商品の開発を含めた商品力のアップや新規出店強

化、新業態開発のほか、改装を含めたブランド価値の再構築に努め業容拡大に努めていく所存です。通期の連結業

績見通しにつきましては、第３四半期期末時点において平成27年4月14日の決算短信発表時に公表いたしました業

績予想に変更はござません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を、従業員の平均残

存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の見込支払日までの年数ごとに設定された複数の割引率

へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が576百万円減少、利益剰余金が382百万円増

加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響

は軽微であります。

 

（４）追加情報

(法人税率の変更等による影響)

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）および「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率

等が変更されることとなりました。

 これに伴い、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、平成28年３月１日に開始す

る連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については、35.6％から33.1％に、平成29年３月１日以降に開始する

連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については、32.3％に変更されております。

 なお、この税率変更により繰延税金資産の金額（繰延税金負債の額を控除した金額）が96百万円減少するととも

に、法人税等調整額が114百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 33,158 34,144 

受取手形及び売掛金 7,483 8,618 

商品及び製品 1,643 1,921 

仕掛品 93 171 

原材料及び貯蔵品 1,204 1,268 

繰延税金資産 701 902 

その他 2,666 3,255 

貸倒引当金 △26 △64 

流動資産合計 46,925 50,218 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 19,932 21,179 

機械装置及び運搬具（純額） 745 789 

土地 15,396 15,978 

リース資産（純額） 3,307 4,489 

その他（純額） 1,839 1,588 

有形固定資産合計 41,222 44,025 

無形固定資産 915 1,237 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,038 1,901 

繰延税金資産 1,447 1,438 

敷金及び保証金 20,705 20,537 

その他 1,250 1,097 

投資その他の資産合計 27,441 24,975 

固定資産合計 69,579 70,238 

資産合計 116,504 120,456 

 

- 4 -

㈱ドトール・日レスホールディングス(3087) 平成28年2月期　第3四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年11月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,865 7,760 

短期借入金 570 570 

未払法人税等 2,291 1,562 

賞与引当金 1,031 561 

役員賞与引当金 58 52 

株主優待引当金 85 - 

その他 6,526 7,778 

流動負債合計 17,428 18,284 

固定負債    

リース債務 964 1,477 

退職給付に係る負債 2,433 1,939 

資産除去債務 932 993 

その他 2,311 2,311 

固定負債合計 6,642 6,722 

負債合計 24,071 25,007 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,000 1,000 

資本剰余金 25,858 25,858 

利益剰余金 67,359 71,017 

自己株式 △2,786 △2,787 

株主資本合計 91,431 95,089 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 822 368 

繰延ヘッジ損益 254 82 

為替換算調整勘定 36 6 

退職給付に係る調整累計額 △196 △181 

その他の包括利益累計額合計 916 276 

少数株主持分 84 84 

純資産合計 92,433 95,449 

負債純資産合計 116,504 120,456 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年11月30日) 

売上高 90,616 94,280 

売上原価 36,236 37,984 

売上総利益 54,379 56,295 

販売費及び一般管理費 46,763 49,091 

営業利益 7,615 7,204 

営業外収益    

受取利息 96 36 

受取配当金 28 34 

為替差益 179 - 

不動産賃貸料 47 52 

受取補償金 82 - 

持分法による投資利益 - 0 

その他 64 68 

営業外収益合計 499 191 

営業外費用    

支払利息 10 10 

為替差損 - 23 

不動産賃貸費用 30 32 

持分法による投資損失 1 - 

その他 7 8 

営業外費用合計 50 75 

経常利益 8,064 7,321 

特別利益    

投資有価証券売却益 2 526 

固定資産売却益 1 10 

退店補償金収入 321 241 

保険解約返戻金 57 - 

その他 0 - 

特別利益合計 383 778 

特別損失    

固定資産除却損 45 48 

減損損失 446 288 

その他 28 5 

特別損失合計 520 342 

税金等調整前四半期純利益 7,928 7,757 

法人税等 3,250 3,134 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,677 4,623 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △34 △3 

四半期純利益 4,711 4,626 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,677 4,623 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 393 △453 

繰延ヘッジ損益 25 △171 

為替換算調整勘定 △152 △24 

退職給付に係る調整額 － 15 

その他の包括利益合計 265 △635 

四半期包括利益 4,943 3,987 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 4,982 3,985 

少数株主に係る四半期包括利益 △38 1 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

  当社を持株会社とする当社グループは、２つの中核事業会社を基礎としたセグメントから構成されており、「日

本レストランシステムグループ」、「ドトールコーヒーグループ」を主な事業セグメントとしております。

  「日本レストランシステムグループ」は、主に直営店におけるレストランチェーンを経営しており、食材の仕

入、製造及び販売までを事業活動としております。

  「ドトールコーヒーグループ」は、主に直営店及びフランチャイズシステムによるコーヒーチェーンの経営をし

ており、コーヒー豆の仕入、焙煎加工、直営店舗における販売、フランチャイズ店舗への卸売りやロイヤリティ等

の収入、また、コンビニエンスストア等へのコーヒー製品の販売を事業活動として展開しております。

 

Ⅱ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）３ 
 

日本レストラン 
システムグループ 

ドトールコーヒー 
グループ 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 27,617 57,290 84,908 5,707 90,616 － 90,616 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
991 417 1,408 2,353 3,762 △3,762 － 

計 28,609 57,707 86,317 8,061 94,378 △3,762 90,616 

セグメント利益又は損失 

（△） 
3,718 3,740 7,458 179 7,637 △21 7,615 

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に国内及び海外における外食に

     係る小売及び卸売りに関する事業となります。

   ２．セグメント利益又は損失の調整額△21百万円には、主として親会社の管理部門に係わる費用等である配賦

     不能営業費用587百万円及びセグメント間取引消去599百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （固定資産に係る重要な減損損失） 

 「日本レストランシステムグループ」及び「ドトールコーヒーグループ」セグメントにおいて、処分を予定し

ている事業資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上して

おります。なお、当該減損損失計上額は「日本レストランシステムグループ」で125百万円、「ドトールコーヒ

ーグループ」で209百万円、「その他」で111百万円であります。 
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Ⅲ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）３ 
 

日本レストラン 
システムグループ 

ドトールコーヒー 
グループ 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 29,675 58,799 88,475 5,804 94,280 － 94,280 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
1,035 494 1,530 3,141 4,672 △4,672 － 

計 30,711 59,294 90,006 8,946 98,952 △4,672 94,280 

セグメント利益又は損失 

（△） 
3,671 3,194 6,866 419 7,285 △81 7,204 

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に国内及び海外における外食に

     係る小売及び卸売りに関する事業となります。

   ２．セグメント利益又は損失の調整額△81百万円には、主として親会社の管理部門に係わる費用等である配賦

     不能営業費用630百万円及びセグメント間取引消去571百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （固定資産に係る重要な減損損失） 

 「日本レストランシステムグループ」及び「ドトールコーヒーグループ」セグメントにおいて、処分を予定し

ている事業資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上して

おります。なお、当該減損損失計上額は「日本レストランシステムグループ」で91百万円、「ドトールコーヒー

グループ」で189百万円、「その他」および「調整額」で７百万円であります。 
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